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１．目的と基本方針 

農学部における教育の目的は「農学の知識と素養を身につけ、生き物に対する愛

に根ざした豊かな人間性と総合的判断力および自ら課題を掘り起こし創造的に解

決する能力を持ち、将来、指導力を発揮し、社会に貢献する人材の養成」である。 

この目的を追求するために、次の基本方針によって、教育活動を実施する。 

(1) 農学に関する基礎知識と関連する技術の習得 

(2) 課題を発掘し、学んだ知識や技術を応用して解決する能力の涵養 

(3) グローバルな視野をもって行動し、社会に貢献できる人材の養成 

(4) 自発的、継続的に学ぶ能力の付与 

これは、名古屋大学学術憲章にある｢自発性を重視する教育実践によって、論理的

思考力と想像力に富んだ勇気ある知識人の育成、人材養成を通した人類の福祉や世

界・社会・文化・地域等の発展への貢献｣を農学の分野で実現しようとするものであ

る。 

 

２．学部の特徴 

農学部では、「食・環境・健康」を基盤とした３学科の教育体制のもとで教育を

実施している。また、農学の先端的な研究やアジア地域を中心とする諸外国の農業

に係る動向を学部教育に反映させるため、生物機能開発利用研究センターと農学国

際教育協力研究センターとの連携を密にしている。先端的な教育プログラムの取り

組みとして、海外実地研修や海外学生受入研修を実施し、これらの教育的効果の検

証を進めている。また、TA 制度を有効に活用し、教育の質の向上を図っている。加

えて、名古屋大学国際プログラム（グローバル 30、G30）に合わせて、農学部での

G30 学生の受入れと国際教育プログラムを実施している。 

 

３．第 3 期中期⽬標期間における重点事項 

全学の中期目標にそって、次の方針を立て、目標の達成に努めている。 

 (1) ｢生命農学｣の研究、食料・生物資源の生産の場および生物産業界で活躍できる

意欲と能力を育む多様な教育システムを充実し、探究心と行動力を養成する。(全学

の中期目標Ｍ３、中期目標Ｍ６、中期目標Ｍ８に対応) 

 (2) 生命農学研究の教育スタッフと教育設備を充実し、教育カリキュラムの持続

的な改善と教育環境の整備を実施し、主体的、継続的に学ぶ姿勢を養う。(全学の中

期目標Ｍ２に対応) 

 (3) 社会との連携および国内外の学術機関との連携を強め、｢生命農学｣と農業・生

物産業に関する基礎教育の拠点を築くことにより、基礎力に加え、社会を見据えた

広い視野と国際性を高める教育を実施する。(全学の中期目標Ｍ１、中期目標Ｍ２、

中期目標Ｍ７に対応) 

 

４.学生受入の状況 

アドミッション・ポリシーを制定し、それに沿って推薦入試と一般選抜入試を行

っている。学部の入学者数は、平成 29 年度、30 年度の２年間の平均で定員の 1.06

倍となっている。また、オープンキャンパス、高校での出前授業などの機会を通し

てアドミッション・ポリシーを説明し、周知している。また、第２期から継続して

G30 国際プログラムの学部学生を若干名受け入れている。
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   ・ 公表された学位授与方針（別添資料 4518-i1-1） 
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・ １年間の授業を行う期間が確認できる資料（別添資料 4518-i4-1） 

・ シラバスの全件、全項目が確認できる資料、学生便覧等関係資料 

（別添資料 4518-i4-2～8） 

・ 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数 （別添資料 4518-i4-9） 

・ インターンシップの実施状況が確認できる資料（別添資料 4518-i4-10） 

・ 指標番号５、９～10（データ分析集） 

 

ₒ ⌐ ╢ ₓ 

〇平成 29
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[4.2] 

○出席票、採点済みレポートあるいは答案用紙を複合機でスキャンし、そのデータ

を NUCT（名古屋大学コース管理システム）に転送して、出席や採点結果の集計・

管理、レポート・答案用紙の学生への返却を行う「NUCT-紙レポート連携システム」

を 2017 年度に農学部に導入し、多くの教員が活用した。[4.3] 
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・ 入学定員充足率（農学部, 2016～2019 年度）（別添資料 4518-i8-2） 

・ 指標番号１～３、６～７（データ分析集） 

 

ₒ ⌐ ╢ ₓ 

〇農学部では、平成 29 年度から入学者受入れ・選抜の方針（アドミッション・ポリ

シー）（別添資料 4518-i8-1）（再掲）を再制定し、公開した。同ポリシーに沿っ

て推薦入試と一般選抜入試を行っている。また、平成 29 年度の推薦入試からは面

接試験も加え、農学に対する強い勉学意欲と将来を見据えた明確な勉強目的があ

る優秀な学生を選抜している。さらに、英語力を示す各種試験のスコアや科学分

野での活動状況を証明する書類の任意提出も受け付け、秀でた学生の選抜も開始

した。[8.1] [8.2] 

〇私費留学生の選抜に関しては、日本留学試験に加え小論文と面接で判定してい

る。判定においては、成績のみでなく、勉学意欲、基礎学力等を注意深く考査し

た上で判定しているため、入学後にトラブルを抱える学生はいない（別添資料

4518-i8-3）。G30 プログラムに係る学部入試では、出願書類による 1 次選考の後、

２次選考として面接（現地、本学または Skype 等でのインタビュー）を実施し、

最終合格者を決定している。[8.1] [8.2] 

・ 農学部の私費外国人留学生卒業年数（2019 年度）（別添資料 4518-i8-3） 
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・ 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数（別添資料 4518-i4-9）(再掲） 

   ・ 指標番号３、５（データ分析集） 

 

ₒ ⌐ ╢ ₓ 

〇農学分野において国際的視野をもつ人材を育成するため、学術交流協定を締結し

ているタイ国カセサート大学およびカンボジア王立農業大学と提携して「海外実

地研修」（別添資料 4518-i3-6)（再掲）および｢海外学生受入研修｣（別添資料 4518-

i3-7）(再掲）を実施するとともに、両科目の受講者には英語科目「国際農学演習」

を受講させ、学生が主体となって計画立案、現地調査を進め、英語で成果を発表

できるよう事前・事後研修の徹底を図っている。[A.1] 

○全学部の入学生全員に TOEFL-ITP を受験させ、一定の点に達しなかった学生を対

象とする授業「英語（サバイバル）」を開講されている。この科目の合格が２年
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・ 名古屋大学と愛知県森林・林業技術センターの交流会（2019 年度）（別添資料

4518-iB-1） 
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 （特になし） 
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〇学部教育に関する情報交換と課題解決に向けた議論の場としての学部科目及び

学科 FD（別添資料 4518-i3-5）(再掲)を実施している。また、ほぼ全科目につい

て授業アンケート（別添資料 4518-iC-1）を実施し、分析・検討の上、教育の効果

に対する学生による評価を把握するとともに、アンケート結果は担当教員にフィ

ードバックし、授業改善の参考資料として用いている。また、平成 31 年度には

「科学の魅力をどう伝えるか―SSH 活動の展開と高大連携の将来をめぐって―」

と題する教員 FD を開催して、高大連携による科学教育向上に関する情報交換を

行っている。[C.1] 

・ 授業アンケート(農学部, 2016～2019 年度）（別添資料 4518-iC-1） 
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   （特になし） 

 

ₒ ⌐ ╢ ₓ 

〇就職先の民間企業としては食品系などの技術職や総合職であり、公務員となる者

も多く、農学部で習得した知識・技術が社会で生かされている。学生の希望や社
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   ・ 標準修業年限内卒業（修了）率（農学部, 2016～2019 年度） 

（別添資料 4518-ii1-1） 

   ・ 「標準修業年限×1.5」年内卒業率（農学部, 2016～2019 年度） 

（別添資料 4518-ii1-１）（再掲） 

   ・ 博士の学位授与数（課程博士のみ）（入力データ集） 

   ・ 指標番号 14～20（データ分析集） 

   ・ 獣医学課程卒業者の獣医師国家試験合格率（農林水産省公表） 
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〇単位修得状況に問題のある学生に対しては、クラス担任による個別指導や保証人

（保護者等）への通知により注意喚起を行っている。また、必修講義の長期欠席

学生に関する情報を講義担当者からクラス担任に連絡するシステムを第一期に

立ち上げ、平成 30 年度も２回の通知をクラス担任に行った。このようなきめ細か

い指導が退学者・留年者数の抑制につながっている。（別添資料 4518-i6-4）(再

掲）[1.1] 

〇本学部を卒業した者が取得できる資格として、樹木医補、家畜人工授精師、食品衛

生管理者・食品衛生監視員、甲種危険物取扱者、教育職員免許状（中学校教諭一

種免許状(理科)、高等学校教諭一種免許状（理科、農業））がある。各種資格取

得に配慮した学部授業履修コースを各学科に準備し、学生便覧でも詳しく紹介し

ている。毎年度、これらの資格を学生が取得している（別添資料 4518-ii1-2）。

[1.2] 

・ 専門職の資格試験受験状況（教職）（農学部，2015～2019 年度）（別添資料 4518-

ii1-3） 
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・指標番号 21～24（データ分析集） 
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〇卒業後の進路状況を調査して分析し、学部広報誌に公表している。平成 30 年度卒
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   ・ 就職先や進学先等の関係者への意見聴取の概要及びその結果が確認できる資料 

    （別添資料なし） 
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卒業後数年経過した卒業生へのアンケート時に、卒業生の職場上長に対するアン

ケートも３年毎に実施している。生命農学研究科の教育目標である「科学的探究

心」、「論理的思考力と創造性」、「専門性と広い視野」が身についているかを問

い、高い評価が得られている。また、生命農学研究科は社会が期待する水準を満た

しているかどうか上長に対する調査結果を行い、教育活動、研究活動、社会貢献に

おいて過半数以上は「ほぼ満たしている」との評価であった。 
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※    部分の指標（指標番号８、12～13）については、国立大学全体の指標のため、

学部・研究科等ごとの現況調査表の指標には活用しません。 

 


